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世界農業遺産認定証授与式への参加報告のため 

三芳町長が知事を表敬訪問します 

 

 
 「世界農業遺産武蔵野の落ち葉堆肥農法推進協議会」会長である 

林伊佐雄三芳町長が、令和７年１０月３１日（金曜日）にローマの国際

連合食糧農業機関（FAO）本部において開催された世界農業遺産認定証授

与式への参加の報告のため、知事を訪問します。 

 

 １ 日時及び訪問先 

  令和７年１２月３日（水曜日）１４時４５分～１４時５５分【場所：知事室】 

 

 ２ 主な出席者 

林 伊佐雄 三芳町長（世界農業遺産武蔵野の落ち葉堆肥農法推進協議会会長） 

 

 ３ 「武蔵野の落ち葉堆肥農法」世界農業遺産認定までの経過 

平成２９年３月  日本農業遺産認定 

令和３年１０月  FAOへ世界農業遺産認定申請書を提出 

令和５年６月   FAOによる現地調査 

令和５年７月   世界農業遺産認定 

令和７年１０月  ローマで認定式 … 協議会の会長である林 三芳町長が 

         授与式に参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

      令和 7年 12月 1日 
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【世界農業遺産認定の背景】 

 武蔵野台地に位置する川越市、所沢市、ふじみ野市、三芳町では、江戸時代から、

多くの木を植えて平地林を育て、集めた落ち葉を堆肥として活用する「武蔵野の落

ち葉堆肥農法」が引き継がれており、景観や生物多様性を育む持続的な農業がいま

なお継承されていることなどが評価されています。 


